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慢性期脳梗塞等に関する 

独立行政法人国立病院機構大阪医療センターとの共同研究契約延長のお知らせ 

 

 

当社は、iPS細胞を活用した再生医療事業において、2023年 8月より、独立行政法人国立病院機構大阪医療セ

ンター（以下、大阪医療センター）と慢性期脳梗塞等に関する共同研究を実施してまいりました。この度、こ

れまでの大阪医療センターとの慢性期脳梗塞等に対するヒト iPS細胞由来再生医療等製品の開発研究に関して

一定の進捗・成果を得たことを踏まえて、実際に企業治験に向けた具体的な準備を推進するため、共同研究契

約の期間を 2029年 3月 31日まで延長することとなりましたので、お知らせいたします。 

 

今般、延長する共同研究期間におきましては、①実際の商業化に向けた各製品戦略の検討・立案、②医薬品開

発製造受託機関（CDMO）に技術移管するための各種準備・実行、③PMDA（独立行政法人医薬品医療機器総合機

構）へ申請するための各種データ・書類の準備等、企業治験の実施に向けた個別具体的な取り組みを進め、本

共同研究期間内での企業治験開始に向け、研究開発をさらに加速してまいります。 

 

慢性期脳梗塞の患者数は、日本国内で約 130万人、全世界では約 7千万人に達するとされております。本疾患

は、現在、根治に向けた有効な治療法が確立されておりませんが、今後世界的な高齢化社会を迎えるに当た

り、患者数の一層の増加が見込まれております。 

 

当社といたしましては、今回延長する大阪医療センターとの共同研究を通じて、慢性期脳梗塞等に対する、世

界初の iPS細胞由来の再生医療等製品の商業化をより推進してまいります。 

 

なお、本件による 2026年 12月期の業績予想の変更はございません。 

 

当社といたしましては、今後におきましても、医療イノベーションを実現し、医療分野での社会貢献を果たす

べく、再生医療の早期実現と iPS創薬による医薬品開発を通じて社会実装に向けて最善を尽くしてまいりま

す。 
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